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連載
中心市街地の再生に向けて
～認定基本計画の取り組み～

はじめに

金沢市は、人口約 46 万人、面積 467 km2 の中

核市で、3 つの台地と犀川と浅野川に囲まれた

城下町として、400 年来、戦禍にあうことなく

金沢城を中心に発展してきました。まちの起こ

りは、1488 年に加賀の守護が一向一揆により滅

ぼされ、1546 年に本願寺勢力による金沢御坊が

後の金沢城と同じ場所に築かれ寺内町が形成さ

れたことによります。その後、1583 年前田利家

の金沢城への入城以来、百万石の城下町として

本格的に発展を遂げることになります。太平洋

戦争でも戦災を受けず、城下町のまちなみ、文

化や伝統を守り、石川県の県庁所在地として発

展を続けて来ました。

中心部の兼六園、金沢城を中心とする旧市街

地は、歴史・伝統文化を磨き高める区域として

保存する一方、中心繁華街の片町、香林坊から

武蔵ヶ辻、金沢駅に至る都心軸線と金沢駅から

金沢港へ至る新市街地は、近代的で秩序ある開

発により、行政・業務機能の集積を進めていま

す。双方の区域がそれぞれ機能分担しながら、

保存と開発の調和を進めることが金沢のまちづ

くりの基本となっています。

基本計画の策定

四百年以上、戦災や大きな自然災害を受け

ることのなかった金沢のまちは、日本海側の中

核都市として発展を続けてきましたが、全国的

なモータリゼーションの進展、急激な地価高騰

などにより、中心市街地がこれまで有してきた

様々な都市機能の低下をもたらすこととなりま

した。このため金沢市では、中心市街地活性化
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を市政の最重要施策と位置付け、平成 10 年、ま

ちづくり 3 法の成立を受け、中心市街地活性化

基本計画を作成し、中心市街地の活性化に取り

組んできました。

平成 18 年の法改正により、これまでの取組、

課題の整理等をふまえ、金沢が今後も北陸域に

おける拠点的都市であり続けるため、新たに５

つの基本的な方針に基づき中心市街地活性化を

推進することとしました。

中心市街地の位置及び区域

商業や業務施設、公共施設などの主要な都市

機能拠点や金沢の個性を表す歴史・文化資源が

集積している約 860 ha を区域とし、北は、東山

ひがし茶屋街をはじめとした歴史が色濃く残る

区域、南は、にし茶屋街や寺院群が広がる区域、

東は、金沢大学付属病院を含む浅野川と中環状

道路に囲まれた区域、西は、JR 北陸本線と犀川

で囲まれた範囲としました。これは、金沢城を

中心とした藩政期の城下町とほぼ同じエリアと

なっています。

金沢市中心市街地

中心市街地活性化の目標

金沢は、藩政期のまちの骨格を引き継ぐ貴重

なまちであり、金沢城、兼六園とそれを取り巻く

堀、広見を配した街路、多くの坂道や用水など、

歴史的な都市構造を今に伝えています。とりわ

け中心市街地には、こうした城下町金沢の文化

遺産群と文化的景観が数多く残されており、形

ある遺産に加え、芸能、伝統工芸や産業技術と

いった無形の遺産も市民の日常生活の中に息づ

いています。その一方で、金沢駅東広場のもて

なしドーム、金沢 21 世紀美術館に代表される新

しい創造の営みも日々、中心市街地から生まれ

てきています。

こうした古いものと新しいものが美しく調

和し、世界にも誇ることができる金沢であり続

けるためには、中心市街地が元気で、「人が住ま

い、集い、にぎわう」場所であることが必要で

あり、3 つの目標を掲げ中心市街地の活性化を

推進することとしました。

①	誰もが暮らしやすい中心市街地

【中心市街地の人口の年間社会動態をプラスに】

・現況値（平成 14 ～ 18 年）：年平均▲ 462 人

・目標値（平成 19 ～ 23 年）：プラスに

②	にぎわいと交流が生まれる中心市街地

【主要商業地の休日の歩行者通行量の増加】

・現況値（平成 17 年）：73,292 人

・目標値（平成 23 年）：80,000 人

※金沢駅を除く

【JR 金沢駅の乗車人員（定期外利用者）の増加】

・現況値（平成 17 年）：368 万人

・目標値（平成 23 年）：400 万人

③	過度に自動車に依存しない中心市街地

【金沢ふらっとバスの乗車人員の増加】

・現況値（平成 17 年度）：708,478 人

・目標値（平成 23 年度）：750,000 人
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中心市街地活性化のための主な事業

①誰もが暮らしやすい中心市街地

金沢駅武蔵北地区第一種市街地再開発事業

を推進し、住宅、商業施設、シンボルロード、

広場等の都市基盤を整備します。

また、少子高齢化に対しても、安心で快適な

まちなかの暮らしをサポートしていくため、障

害のある方や高齢者等の社会・日常における自

立を図る金沢福祉用具情報プラザの運営、中心

市街地での老人福祉施設の建設、子どもたちの

豊かな感性を育む玉川こども図書館（仮称）整

備事業などを推進します。

玉川こども図書館（仮称）

さらに、武蔵ヶ辻地区にある近江町市場再開

発ビル内に子育て支援施設や市民交流センター

（近江町交流プラザ（仮称））を開設し、まちな

か交流活動の活発化を図るとともに、中心市街

地エリアにおいて、戸建て住宅や共同住宅の建

設又は購入、昭和 20 年以前に建てられた木造建

築の外観改修等に対して助成を行うことで、ま

ちなか居住・定住を支援していきます。

まちなか定住促進事業

②にぎわいと交流が生まれる中心市街地

武蔵ヶ辻地区における新たな交流拠点と期

待される近江町市場再整備事業の推進に加え、

近江町市場アーケード架け替え事業、近江町市

場商店街共同店舗設置事業を進めるとともに、

商店街が取り組む各種活性化事業を支援しま

す。さらに、中心市街地業務集積促進事業によっ

て、金沢駅前～広坂間におけるオフィス街の

空室率の改善を図るとともに、かなざわファッ

ションストリート創出事業によりオフィス街に

新たな魅力を生み出すことで、都心軸沿線の活

性化につなげていきます。

近江町市場アーケード架け替え事業

また、交流人口の増加に向けて、中心市街地

に人を惹きつける魅力があるまちづくり、金沢

ブランドの確立等を行うため、歴史的まちなみ

や建造物を保存し、電線類の地中化、広見、道



78SHINTOSHI/Vol.61, No.12 / December 2007

筋、坂道や用水沿いの修景整備、活用に努め、

潤い豊かな美しいまちづくりに取り組んでいき

ます。

東山ひがし茶屋街

③過度に自動車に依存しない中心市街地

オムニバスタウン計画に基づきながら、バス

IC カードシステムの多機能化によるバス利用

の利便性・魅力の向上、多様なバス料金システ

ムの検討、沿線商店街や地元住民との連携によ

る利用促進の検討、バス停のバリアフリー化に

よる誰もが利用しやすい交通環境づくりを進め

るとともに、中心市街地のマイカー通勤を減ら

すなど、公共交通の活性化に向けた事業に取り

組んでいきます。

金沢ふらっとバス

とりわけ、バス IC カードを活用したバス利用

の利便性・魅力の向上については、平成 19 年 2

月からエコポイント制度を導入し、マイカーか

ら公共交通への利用転換を促し、市民・交通事

業者・商業者等が一体となって、過度に自動車

に依存しない中心市街地づくりに取り組んでい

きます。

バス IC カード（ICa：アイカ）

おわりに

まちなかを活性化するには、1 つの施策だけ

では決定打が打てません。いろいろな施策を重

層化し一体的に展開して初めて活性化するとの

考えから、金沢市では 10 年前から中心市街地の

活性化に取り組み、各種施策を総合的に推進し

てきました。今回の基本計画認定による国の支

援措置活用など、計画に基づく各種活性化策を

いっそう進めるとともに、2014 年北陸新幹線開

業によるストロー現象の防止対策や「城下町金

沢の文化遺産群と文化的景観」の世界遺産登録

の推進といった施策とも連携しながら、まちな

かにおいて古いものと新しいものが共存し、市

民が快適に安心して暮らすことができる、元気

で美しいまちづくりを目指していきます。

（いちむら　たつや） 
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（基本計画に位置づけた事業箇所）


